
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

● 本校の資源回収は生徒会と PTA共催で年２回（10・2月）、自

分の住んでいる地区を担当生徒で割り振り、地域の方へのお知らせ

文書の配布、当日の資源の回収を生徒自らが行っている。資源を回

収して得た収益金は、学校行事や生徒会費の補助など、学校生活を

充実させるために使われている。 

● ３０年以上前から行われている尾田蒔中の伝統行事でもあるの

で、地域に根づいている。今後も学校と地域の方と協力しながら実

施していく。また、あいさつや相手を思いやる心等、社会で必要な

力を身につけられる。 
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● 文書の配布、当日の回収のときには、地域の方から声をかけてい

ただいたりお話をしたりすることができ、地域の方にも見守られな

がら自分たちの学校生活が送れているのだと、この行事のたびに改

めて実感します。 


